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道徳科学習指導案（小学校１年生）

１ 主題名 わがままばかりしていると 「かぼちゃのつる」

〔Ａ‐（３）節度 節制〕

２ 主題設定の理由

（１）学びのつながり

・学習指導要領における位置〔Ａ‐（３）節度、節制〕の系統

本主題は、新学習指導要領【道徳】の中の以下に基づいて具体的に構成したものである。

〔第１学年及び第２学年の内容〕 １年１学期

Ａ 主として自分自身に関すること 学活

学年 内容項目 資料名 「１ねんせいになって」

低 健康や安全に気を付け、物 １ ゆうたのへんしん 「学校の行き帰り」

学 や金銭を大切にし、身の回 年 あとかたづけ 道徳

年 りを整え、わがままをしな やすみじかん 「ゆうたのへんしん」

いで、規則正しい生活をす 「あとかたづけ」

ること。 ２ あぶないよ 学校行事

年 どうしてないてるの 人権月間

るっぺどうしたの

中 自分でできることは、自分 ３ 足りない気持ちは何だろう

学 でやり、安全に気を付け、 年 れいぎ正しい人 ２，３学期

年 よく考えて行動し、節度の 学活

ある生活をすること。 ４ あいさつができた みんななかよく

年 フィンガーボール 道徳

高 安全に気を付けることや、 ５ あいさつ運動 かぼちゃのつる

学 生活習慣の大切さについて 年 やすみじかん

年 理解し、自分の生活を見直 生活科

し、節度を守り節制に心掛 ６ 人間を作る道‐剣道‐ たのしいあきいっぱい

けること。 年 むかしのあそび

中 望ましい生活習慣を身に付 ２年生になったら

学 け、心身の健康の増進を図 学校行事

校 り、節度を守り節制に心掛 バス旅行

け、安全で調和のある生活 後期人権月間

をする。

これまでに、児童は、教材「ゆうたのへんしん」を活用して、規則正しい生活とそうでない生

活を比較して、それぞれの気持ちの違いに気付くことを通して、わがままをしないで、規則正し

い生活をしようとする判断力を育ててきた。また、教材「あとかたづけ」では、自分の生活を振

り返り、後片付けができた時とできなかった時の気持ちを考えることで後片付けをきちんとする

ととても気持ちがよいことや使いやすくなることを実感することができた。

ここでは、教材「かぼちゃのつる」を活用して、わがままを通して周囲に迷惑をかけ、最後は

自分が嫌な思いをするかぼちゃの気持ちを考えていくことで、わがままをしないで生活すること

の大切さに気付き、その心情を育てていく。

このあとは、学校生活や生活科の校外学習など、学校以外の場での身の振る舞いなどについて

学習したことを生かしていく。また、後期人権月間では、前期人権週間からのつながりを意識さ

せ、周囲の人のことを考えて、わがままをしないで生活しようとする事も相手に対する思いやり

であることに気付かせていく。２年生では、教材「あぶないよ」を活用して、知らない人でも優

しそうだったり、きちんとした服装や言葉遣いに人だったりすると、悪い人と思いにくくなるこ

とに気付き、安全に生活しようという態度を育てていく。さらに、中学校では、望ましい生活習

慣を身に付け、心身の健康の増進を図り、節度を守り節制に心掛け、安全で調和のある生活をす

るための学びを深めていく。

実生活においてわがままを通したり、周囲の人に迷惑をかけたりせずに気持ちよく生活するこ
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とは、よりよい人間関係を築いていく上でとても大切である。これは、学級目標「話をよく聞き、

考える子」「友達を思いやり、仲良くする子」「元気に活動し、最後までがんばりぬく子」「みん

なのためにがんばる子」の育成、さらには、学校教育目標「地域や自他を大切にし、社会に貢献

できる自立した児童生徒の育成」にもつながると考える。

（２）ねらいとする道徳的価値

本主題における学習指導要領の内容項目は、「健康や安全に気を付け、物や金銭を大切にし、

身の回りを整え、わがままをしないで、規則正しい生活をすること」で、自分勝手な行動を押し

通すと、自分も周りの人も嫌な思いをすることに気付き、わがままをしないで生活しようとする

心情を育てるものである。

基本的な生活習慣の中で、自分のわがままな気持ちを抑えて生活する態度は、とても大切であ

る。自分さえよければよいという自己中心的な生活態度では、集団の中で気持ちよく生活するこ

とはできず、他人に迷惑をかけてしまうことになる。

１年生のこの時期の児童は、自己中心的な傾向が強くて、周囲まで気配りができないことから、

相手の様子に応じた言葉かけや行動をとるのは難しい。ついつい自分の気持ちを優先させ、わが

ままを通してしまうこともある。そうならないために、自分の思うままに行動するのではなく

深く考えて行動し、人の意見をしっかり聞こうとする態度を育てることが大切である。

本主題は、わがままを通して周囲に迷惑をかけ、最後は自分が嫌な思いをするかぼちゃの気持

ちを考えていくことで、わがままをしないで生活することの大切さに気付き、その心情を育てる

ことができると考える。

（３）児童の実態

～ 略 ～

（４）教材について

教材名「かぼちゃのつる」（「いきるちから１年」日文）を活用する。本教材は、自分勝手でわ

がままなかぼちゃが、ハチやチョウ、スイカや犬の忠告を聞かずに道まで、自分のしたい放題に

つるをのばしていき、最後には、車につるを切られて涙をこぼしてなくという話である。ハチや

チョウ、スイカに注意されても聞き入れようとはせず、犬に踏まれてもそんなことぐらい平気だ

と、自分勝手な行動を押し通し、周りの迷惑を考えないことを十分につかむことができる。また、

わがままを押し通していたかぼちゃが、つるを切られ初めて自分の自己中心的な行為に気付き、

わがままをしないで生活することの大切さを押さえる事ができる内容でもある。

本教材は、かぼちゃやハチ、チョウ、スイカや犬など親しみやすいイラストで端的に表現して

いるという特徴もある。１年生の児童にとって、わかりやすい内容であるとともに、次がどうな

るか、臨場感のある展開で構成されている。児童は本教材を通して、かぼちゃが自分自身の行き

過ぎた行動を振り返り、反省する気持ちに十分共感し、節度ある生活をしようという気持ちをも

つことができると言える。

３ 指導方針

＜事前＞

・日常の観察や事前調査によって実態を把握して、実態に応じた指導ができるように努める。

・教材に出てくるかぼちゃについての本を紹介しておき、取り上げられている場面をイメージ

しやすくしておく。

＜本時の導入＞

・本時に関わる日常の生活について事前にアンケートをしたものを提示して、学習の方向を捉え

られるようにする。

＜本時の展開＞

・場面絵やペープサートを使って、黒板シアター風に教材を提示して、児童が話の内容を理解

できるようにする。

・場面絵やペープサートを活用して話の展開や思考の過程が分かるよう板書を構成する。

・場面状況を把握して、主人公になりきって本音を出せるように、役割演技を取り入れる。

・ねらいとする価値に迫れるよう、本音を引き出す。多様な意見にふれて考えを広げる。発言の

根拠を聞くなどの発問を工夫する。
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・中心発問では、児童が自分の考えを表現しやすいようなワークシートを工夫する。

・全体で話し合う場面では、個人で考えた後、隣の友達と考えを伝え合う活動などを取り入れ、

全員の児童が、自分の考えを伝えられるようにする。

・展開後半では、導入のアンケートやめあてに戻り、児童が本時の学習と自分を照らし合わせて

振り返りができるようにする。

＜本時の終末＞

・終末に書く活動を取り入れることで、価値に対して自分で考える時間を取り、自分が考えて

いることを明確にできるようにする。ただし、１年生という実態から書くことに抵抗のある児

童もいるので負担なく書けるようワークシートを工夫する。

＜事後＞

・帰りの会の「１日の振り返り」で、自分の生活について振り返るような場を設定して、実践へ

とつなげていく。

４ 本時の学習

（１）ねらい

自分勝手な行動を押し通すと、自分も周りの人も嫌な思いをすることに気づき、わがまま

をしないで生活しようとする心情を育てる。

（２）つなぎ教材

つなぎ教材名 目 的 つなぎ方

事前アンケー 日常生活を想起させ、本時の道徳 導入の場面で提示し、学習の方向性

ト 的価値に問題意識がもてるように に気付かせる。「振り返り」でもう

① する。 一度事前アンケートの結果に戻り、

生活とのつながりをもたせ、学習し

たことが自分事として捉えさせるよ

うにする。

場面絵やペー 場面絵やペープサートで黒板全体 話の流れに沿って場面絵やペープサ

プサートによ を使ってシアター風に教材を提示 ートを提示していく。児童から出さ

る教材提示と することで、児童が教材に興味を れた意見は、整理しながら黒板にま

② 板書 もって、教材理解ができるように とめていく。

する。また、構造的な板書によっ

て多様な意見に気付いたり、自分

と友達の考えの違いに気付いたり

できるようにする。

（３）展 開

段 学習活動・主な発問 予想される児童の反応 時 指導上の留意点

階 間

１．本時で扱う道徳的価値につい

て、問題意識をもつ。

①アンケートを見て、自分の ・廊下を走ってしま ・自分たちの生活についての

導 生活について振り返りましょ い、注意された。 5 アンケートを見ることで、

う。 ・ゲームをやりすぎて 分 ねらいとする道徳的価値に

・事前に行った生活アンケートを しかられてしまっ ついて問題意識がもてるよ

見て、今までの生活の中で、わ た。 うにする。

がままをしたり、ルールを守れ ・夜おそくまで起きて ☆つなぎ教材の活用

ずに注意されたり、やり過ぎて いてしかられた。

入 しまったりしたことについて振 ・食べ過ぎておなかを

り返る。 痛くした。

めあて

わががままやじぶんがってをしないでせいかつするには、どうしたらいいかな。

２．「かぼちゃのつる」を聞く。 ☆つなぎ教材の活用

３．教材文を聞いて自分の考えを ・黒板を使いパネルシアター

もち、交流する。 風に登場人物を登場させ、
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児童が具体的に場面をイメ

②つるがぐんぐん伸びている ・もっと伸びて大きく ージしやすいようにする。

時、かぼちゃは、どんなこと なるぞ。 ・登場人物の気持ちを問いか

を思ったでしょう。 ・どんどん伸びて、お け、児童が、かぼちゃにな

・かぼちゃになりきって、つるを いしいかぼちゃにな りきって本音を語れるよう

どんどん伸ばしていく時の気持 るぞ。 にする。

展 ちを考える。 ・かぼちゃがどんどん伸びて

いくときの気持ちよさやた

くましさについても共感さ

せる。

③みんなに畑や道路まで伸び ・うるさいな、別にい ・役割演技を取り入れる。初

てはいけないと言われた時の いだろう。 めに、児童がかぼちゃ役、

かぼちゃは、どんなことを思 ・どっちに伸びようと 教師が他の生き物役にな

ったでしょう。 勝手だろう。 り、演技をさせる。どんど

・かぼちゃになりきって、気持ち ・ほうっておいてよ。 んつるを伸ばしていくかぼ

を考えて役割演技をする。 ちゃの自分勝手な気持ちを

つかませる。次に、児童に

開 ④みつばちやチョウチョ、ス ・困ったな。なんで言 生き物とかぼちゃの両方の

イカ、犬は、どんな気持ちだ うことを聞いてくれ 役をさせ、注意を聞かない

ったか考えてみよう。 ないんだろう。自分 かぼちゃに対して困ってい

・かぼちゃと他の登場人物になり 勝手だな。どうなっ る周囲の思いにも共感でき

きって、気持ちを考えて役割演 ても知らないよ。 るようにする。【自己決定】

技をする。 30 ・周囲のことも考えずに自分
分 さえよければよいという自

分勝手なかぼちゃの気持ち

に気付かせる。

⑤車にひかれて、つるを切ら ・痛いよう。 ・ワークシートの吹き出しに

れたかぼちゃは、ぽろぽろな ・せっかく伸ばしたつ 車にひかれつるを切られた

みだをこぼしながらどんなこ るを切られてしまっ かぼちゃの考えを書くよう

とを思ったでしょう。 た。 にして、自分の考えを明確

・ワークシートに、かぼちゃの考 ・こんなところまで、 にできるようにする。

えていることを書く。 つるをのばさなけれ 【自己決定】

・自分の考えを発表し、意見を交 ばよかった。 ・ワークシートに書いたこと

流する。（ペア→全体） ・せっかく注意してく を隣の友達と伝え合って、

れたのに、言うこと 全員が自分の考えを友達同

を聞かずに伸ばした 士で伝えあえるようにす

からこんなことにな る。

ってしまった。 ・全体で発表を聞き合うこと

・言うことを聞いてい で、友達の多様な感じ方や

ればよかった。 考え方に気付けるようにす

・みんなに悪いことを る。 【共感的人間関係】

してしまったな。 ・周囲の注意を聞かずに行動

をして、痛い目にあってし

まったかぼちゃが、後悔し

ていることを押さえる。

４．本時のめあてに戻り、わがが ・やりすぎないよう ・めあてにもどり、どう行動

ままやじぶんがってをしないで に、気を付ける。 したらよいのか、考えられ

せいかつするには、どうしたら ・まわりの人の気持ち るようにする。

いいか、考える。 も考える。

・がまんしたり、まわ

りの人の注意を聞く

く。
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５．本時で扱った道徳的価値に対 ☆つなぎ教材の活用

する思いや願い、考えを振り返 ・事前アンケートへ戻り、自

る。 己の生活について振り返り

⑥今までの生活で、我慢する ・ついついゲームをや 本時の学習で学んだことが

ことができなかったときのこ りすぎてしまった 深められるようにする。

終 とを思いだしてみましょう。 な。 ・友達の発表を聞き、自分の

また、これから、どのように ・まわりの友達のこと 経験と重ね合わせたり、共

生活していこうと思います を考えずに行動して 感したりすることを通し

か。 しまったな。 て、価値の自覚を深められ

・自分を振り返り発表したり、友 10 るようにする。

末 達の発表を聞いたりする。 分 【共感的人間関係】

・ワークシートに自分の考えを書 ・人の注意を素直に聞 ・本時の学びを振り返り、今

き、これからの生活の中でわが きたい。 後の生活での実践への意欲

ままをしないで生活しようとす ・しなくてはいけない が高められるようにする。

る心情をもつ。 ことは、進んでする。 ・数名の児童を意図的に指名

・自分のわがままで、 し、余韻をもって終わりに

ルールを破らない。 する。

・まわりの人の気持ち

も考えて行動する。

（４）評価

自分勝手な行動を押し通すと、自分も周りの人も嫌な思いをすることに気付き、わがままをし

ないで生活しようとする気持ちがもてたか。（発言・ワークシート）

（５）板書計画
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